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近
世
日
本
地
方
庶
民
教
化
に
お
け
る
清
聖
諭
の
活
用 

　
─
『
聖
諭
広
訓
』
か
ら
『
久
世
条
教
』『
五
條
施
教
』
へ

─

殷
　 

暁
　 

星

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
寛
政
期
か
ら
幕
末
ま
で
の
庶
民
教
化
の
現
場
に
お
け
る

教
化
思
想
と
清
聖
諭
の
葛
藤
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
近
世
日

本
の
庶
民
教
化
を
東
ア
ジ
ア
世
界
の
文
脈
に
お
い
て
問
い
直
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
清
聖
諭
と
は
、
清
朝
皇
帝
に
よ
る
庶
民
教
化
に
関
す

る
勅
諭
を
指
す
。
代
表
的
な
も
の
に
、
康
熙
帝
が
頒
布
し
た
「
康

熙
十
六
諭
」（
一
六
七
〇
年
、
以
下
「
十
六
諭
」）、
雍
正
帝
が
頒
布
し
た

『
聖
諭
広
訓
』（
一
七
二
四
年
、
以
下
『
広
訓
』）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

明
朝
以
降
、
皇
帝
自
ら
道
徳
教
化
に
関
す
る
聖
諭
を
頒
布
し
、
庶

民
教
化
に
聖
諭
を
活
用
す
る
伝
統
が
定
着
し
て
い
た
。
明
太
祖
洪
武

帝
が
頒
布
し
た
「
孝
順
父
母
、
尊
敬
長
上
、
和
睦
郷
里
、
教
訓
子
孫
、

各
安
生
理
、
毋
作
非
為
」
を
唱
え
る
明
聖
諭
（
一
三
九
七
年
、「
六

諭
」
と
称
さ
れ
る
）
は
、
明
・
清
朝
に
代
々
継
承
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

朝
鮮
王
朝
、
琉
球
王
国
に
も
伝
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
の
教
化
に

作
用
し
た
。
近
世
日
本
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
室
鳩
巣
が
和
解
し
た

教
訓
書
『
六
諭
衍
義
大
意
』
と
し
て
、
庶
民
教
化
に
機
能
し
た（

（
（

。

　

清
朝
初
期
、
順
治
帝
は
明
聖
諭
を
引
用
し
、
そ
れ
を
「
順
治
六

諭
」
と
名
付
け
て
全
国
に
頒
布
し
た
（
一
六
五
二
年
）。
一
八
年
後
、

そ
れ
に
基
づ
き
、
康
熙
帝
は
孝
行
・
和
睦
・
勤
勉
な
ど
を
説
く
「
十

六
諭
」
を
著
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

日本思想史学49-論文-殷暁星氏【再校】　　［出力］ 2017年9月27日　午後4時4分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



日本思想史学49〈2017〉　96

敦
孝
弟
以
重
人
倫
。
篤
宗
族
以
昭
雍
睦
。
和
郷
党
以
息
争

訟
。
重
農
桑
以
足
衣
食
。
尚
節
倹
以
惜
財
用
。
隆
学
校
以
端
士

習
。
黜
異
端
以
崇
正
学
。
講
法
律
以
儆
愚
頑
。
明
礼
譲
以
厚
風

俗
。
務
本
業
以
定
民
志
。
訓
子
弟
以
禁
非
為
。
息
誣
告
以
全
善

良
。
誡
匿
逃
以
免
株
連
。
完
銭
糧
以
省
催
科
。
連
保
甲
以
弭
盗

賊
。
解
讐
忿
以
重
身
命（

（
（

。

　

帝
位
を
引
き
継
い
だ
雍
正
帝
は
学
士
に
「
十
六
諭
」
の
注
釈
を
命

じ
、
自
ら
校
閲
も
し
た
。
そ
の
結
果
、
注
釈
本
の
『
広
訓
』
が
頒
布

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
書
で
は
一
六
カ
条
の
聖
諭
そ
れ
ぞ
れ

に
約
六
百
字
の
註
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
科
挙
の
必
読
書
と

さ
れ
、
清
末
ま
で
「
十
六
諭
」
と
共
に
、
歴
代
皇
帝
に
よ
っ
て
繰
り

返
し
頒
布
さ
れ
、
白
話
俚
語
で
百
姓
に
講
釈
さ
れ
た
。

　
「
十
六
諭
」
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
か
、
こ
れ

に
関
す
る
記
録
は
ま
だ
み
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
沖
縄
県
立
図
書

館
所
蔵
の
程
順
則
刊
『
六
諭
衍
義
』
に
は
、
巻
頭
に
「
十
六
諭
」
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
六
諭
衍
義
』
が
薩
摩
を
通

じ
て
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
将
軍
吉
宗
に
献
上
さ
れ
た
の
に
伴

っ
て
、「
十
六
諭
」
は
近
世
日
本
の
知
識
人
（
少
な
く
と
も
鳩
巣
・
荻

生
徂
徠
な
ど
『
六
諭
衍
義
』
の
和
解
に
参
与
し
た
人
々
）
に
知
ら
れ
て
い
た

可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
享
保
一
一
年
（
一

七
二
六
、
雍
正
帝
が
頒
布
し
て
か
ら
わ
ず
か
二
年
後
）
に
は
、
す
で
に
『
広

訓
』
が
長
崎
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
楓
山
文
庫
の

書
籍
目
録
に
よ
れ
ば
、『
広
訓
』
だ
け
で
な
く
、
清
朝
聖
諭
宣
講
に

最
も
よ
く
使
わ
れ
た
聖
諭
関
係
書
の
『
聖
諭
像
解
』
も
、
前
者
と
と

も
に
楓
山
文
庫
に
お
さ
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。
そ
の
後
、
懐
徳

堂
知
識
人
の
積
極
的
な
活
動
の
下
で
、『
広
訓
』
が
和
刻
・
講
釈
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
清
聖
諭
の
受
容
と
変
容
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
は

少
な
い（

（
（

。
そ
れ
に
は
、
酒
井
忠
夫
の
よ
う
な
「
江
戸
時
代
の
日
本

で
は
、『
六
諭
衍
義
』
に
よ
っ
て
明
の
六
諭
は
受
入
れ
ら
れ
、
日
本

文
化
に
影
響
す
る
こ
と
大
で
あ
っ
た
が
、『
聖
諭
広
訓
』
十
六
条
は

日
本
文
化
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た（

（
（

」
と
い
う
、『
六
諭

衍
義
』
関
係
書
を
中
心
と
し
た
明
聖
諭
と
は
違
っ
て
、
清
聖
諭
は
日

本
で
は
影
響
が
な
か
っ
た
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か

し
一
方
で
は
、
教
育
史
の
分
野
で
は
清
聖
諭
は
教
育
勅
語
の
成
立
に

模
範
的
作
用
を
果
た
し
た
と
い
う
評
価
も
あ
る（

（
（

。
近
世
日
本
と
無
縁

な
も
の
と
さ
れ
た
清
聖
諭
が
、
明
治
以
降
に
は
一
転
し
て
一
躍
国
民

精
神
に
莫
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
研

究
状
況
は
不
自
然
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

思
想
史
の
視
野
か
ら
も
近
世
日
本
に
お
け
る
清
聖
諭
の
影
響
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
み
ら
れ
る
。
眞
壁
仁
は
近
世
後

期
の
「
政
教
」
問
題
を
検
討
す
る
際
、「
幕
府
に
よ
る
「
政
教
一
致
」

の
試
み（

（
（

」
の
一
つ
と
し
て
、
享
保
期
の
『
六
諭
衍
義
』
和
解
と
天
明

期
の
『
広
訓
』
和
刻
を
捉
え
た
。
し
か
し
、『
広
訓
』
が
具
体
的
に
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ど
の
よ
う
に
よ
り
下
層
の
民
衆
世
界
に
浸
透
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

よ
り
詳
細
な
テ
キ
ス
ト
分
析
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
陶

徳
民
は
『
広
訓
』
の
渡
来
か
ら
、
和
刻
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
系
統

的
に
整
理
し
、
こ
の
書
の
和
刻
を
め
ぐ
る
知
識
人
の
論
争
に
つ
い
て

も
紹
介
し
た（

（
（

。
こ
こ
で
は
、
陶
の
研
究
を
借
り
な
が
ら
、
清
聖
諭
の

和
刻
と
知
識
人
層
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き

た
い
。

　
『
広
訓
』
が
和
刻
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
書
が
渡
来
し
て
か
ら
約
六

十
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
坂
の
篆
刻
家
曾
谷
学
川
が
懐
徳
堂
当

主
中
井
竹
山
の
序
を
請
け
、
天
明
九
年（

（
（

に
和
刻
『
広
訓
』
を
上
梓
し

た
。
和
刻
『
広
訓
』
は
民
版
の
形
で
、
書
肆
が
先
に
出
版
計
画
を
立

て
、「
書
賈
之
謀
利
」（
菱
川
岡
山
「
刻
聖
諭
広
訓
跋
」『
聖
諭
広
訓
』）
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
書
肆
が
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目
論
ん
で
、

こ
の
書
の
和
刻
を
促
し
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
竹
山
の
清

聖
諭
に
対
す
る
認
識
が
そ
の
序
か
ら
読
み
取
れ
る
。
彼
は
「
清
代
と

徳
川
時
代
」、「
清
代
中
国
・
徳
川
時
代
の
日
本
と
古
代
中
国
と
」
を

対
比
し
て
、
近
世
日
本
と
清
朝
を
結
び
付
け
、
同
時
空
で
語
っ
て
い

る（
（1
（

。
松
平
定
信
の
施
政
方
針
に
呼
応
し
、
そ
の
政
見
に
対
す
る
強
い

共
感
の
下
で
、「
享
保
維
新
・
中
興
論
」
を
唱
え
、「
文
教
」
に
お
い

て
、
享
保
期
の
『
六
諭
衍
義
』
と
『
広
訓
』
を
対
応
さ
せ
た
。
吉
宗

の
享
保
の
改
革
に
お
い
て
、
明
聖
諭
関
係
書
『
六
諭
衍
義
』
を
も
っ

て
庶
民
の
道
徳
倫
理
を
強
化
し
た
の
に
倣
い
、
寛
政
期
の
改
革
に

お
い
て
、
清
聖
諭
『
広
訓
』
を
庶
民
教
化
の
書
と
し
て
全
面
に
推
し

進
め
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
彼
は
こ
の
書
を
上
梓

し
た
直
後
に
、
一
部
を
定
信
に
献
上
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
懐
徳
堂
に
お
い
て
、
中
井
履
軒
に
よ
る
『
広
訓
』
の
講
釈
も
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
履
軒
の
高
弟
で
あ
る
山
片
蟠
桃

は
『
夢
ノ
代
』
で
「
貞
観
政
要
・
名
臣
言
行
録
・
牧
民
忠
告
・
聖
諭

広
訓
・
六
諭
衍
義
・
帝
範
・
臣
軌
等
ノ
書
、
ツ
ネ
ニ
坐
右
ヲ
キ
テ
コ

レ
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
自
カ
ラ
得
ル
処
ア
ル
ベ
シ
」
と
述
べ
、
こ
の
書
を

『
六
諭
衍
義
』
と
対
等
な
位
置
に
置
き
、
そ
の
「
世
教
ト
ナ
ル
コ
ト
」

の
価
値
を
評
価
し
た（

（1
（

。

　

た
だ
し
、
陶
が
描
い
た
懐
徳
堂
に
お
け
る
清
聖
諭
の
受
容
は
、
い

か
に
し
て
そ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

─
民
間
レ
ベ
ル
の
受
容
へ
と
進
ん

で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
課
題
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ

れ
を
検
討
せ
ず
し
て
、
近
世
日
本
の
庶
民
教
化
を
東
ア
ジ
ア
の
文
脈

に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
地
方
・
民
間
レ
ベ
ル
の

受
容
過
程
に
お
け
る
清
聖
諭
の
再
構
築
・
再
解
釈
を
解
明
す
る
こ
と

を
も
っ
て
、
近
世
東
ア
ジ
ア
社
会
の
連
動
を
見
極
め
る
こ
と
が
初
め

て
可
能
と
な
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
本
稿
で
は
竹
山
ら
の
知
識
人
層
に
お

け
る
清
聖
諭
の
受
容
の
対
比
項
と
し
て
、
美
作
・
備
中
と
大
和
な
ど

の
地
方
の
庶
民
教
化
の
現
場
に
注
目
し
、
そ
こ
で
は
清
聖
諭
が
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
を
検
討
し
、
近
世
日
本
に
お
け
る
清

聖
諭
の
伝
播
を
立
体
的
に
再
考
し
た
い
。
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一
、
代
官
治
政
に
お
け
る
『
聖
諭
広
訓
』
の
受
容�

─
早
川
正
紀
の
『
久
世
条
教
』
を
例
に

1　
『
久
世
条
教
』
に
つ
い
て

　

早
川
正
紀
は
、
日
本
で
「
初
め
て
庶
民
教
育
の
た
め
の
常
設
教
場

と
し
て
教
諭
所
を
考
え
出
し（

（1
（

」
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
代
官
と
し

て
の
人
生
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
出
羽
尾
花
沢
で
始
ま
っ

た
。
そ
こ
で
彼
は
天
明
飢
饉
と
い
う
試
練
に
直
面
し
て
、
農
業
出

精
・
納
税
注
意
な
ど
に
関
す
る
教
訓（

（1
（

を
出
し
、
自
ら
の
領
民
教
化
の

基
礎
的
理
念
を
定
め
た
。
こ
れ
ら
の
教
訓
を
繰
り
返
し
、
飢
饉
の
克

服
が
図
ら
れ
た
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
美
作
久
世
に
赴
任
し

て
か
ら
も
、
尾
花
沢
の
経
験
を
も
と
に
し
て
、
一
四
年
の
間
、
こ
の

地
で
領
民
の
教
化
に
力
を
注
い
だ
。
そ
こ
で
は
、
洗
子
・
間
引
き
に

対
し
て
、
制
札
を
出
し
、
こ
れ
を
僧
侶
に
檀
家
に
向
け
て
読
ま
せ
る

な
ど
の
方
法
を
取
り
、
禁
令
を
徹
底
し
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

か
ら
、
正
紀
は
備
中
笠
岡
・
倉
敷
代
官
も
兼
任
し
た
。
備
中
・
美
作

で
は
、
更
に
『
呂
氏
郷
約
』
を
は
じ
め
と
す
る
宋
朝
以
来
伝
来
し
て

き
た
郷
村
道
徳
倫
理
に
関
す
る
教
化
思
想
を
積
極
的
に
そ
の
治
政
に

導
入
し
た（

（1
（

。
か
か
る
治
政
の
一
環
と
し
て
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）、

久
世
村
に
日
本
初
の
教
諭
所
を
設
置
し
、
毎
月
、
管
内
の
百
姓
を
対

象
と
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
四
年
後
、
学
館
が
新
築
さ
れ
、
寛
政
八

年
（
一
七
九
六
）、
久
世
教
諭
所
は
「
半
官
半
民
の
学
校（

（1
（

」
典
学
館
と

な
っ
た
。

　

典
学
館
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
た
の
が
、
正
紀
自
ら
が
執
筆

し
た
『
久
世
条
教
』（
以
下
『
条
教
』）
で
あ
る
。
こ
の
書
は
の
ち
に
笠

岡
の
郷
校
敬
業
館
で
「
教
授
」
を
勤
め
る
儒
者
小
寺
清
先
に
よ
る

「
序
」
を
冠
し
、「
勧
農
桑
、
敦
孝
弟
、
息
争
訟
、
尚
節
倹
、
完
賦
税
、

禁
洗
子
、
厚
風
俗
」
の
七
条
の
諭
条
に
詳
細
な
解
釈
を
加
え
た
六
千

字
弱
の
教
訓
書
で
あ
る
。
前
文
に
、「
万
民
太
平
の
御
仁
政
」
を
讃

え
、「
上
を
敬

ウ
ヤ
マ
ヒ、

御
法
度
を
守
り
、
そ
れ
〳
〵
の
家
業
を
出
精
い
た

し
、
太
平
の
御
仁
徳
を
仰
き
た
て
ま
つ
る
べ
し
」（『
条
教
』
二
丁
オ
）

と
の
前
提
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
成
立
に
つ
い
て
、

早
川
令
君
宰
久
世
笠
岡
二
県
十
餘
年
于
茲
矣
、
政
理
醇
厚
、
篤

誠
款
愛
、
視
民
如
子
、
随
事
開
暁
、
嘗
為
条
教
布
告
部
下
、
以

正
礼
俗
、
明
倫
紀
、
吏
民
捧
読
、
莫
不
感
悦
興
起
而
伝
写
互
誤
、

魯
魚
亥
豕
、
殆
不
可
読
、
父
老
患
之
、
請
刊
刻
以
頒
於
管
内
、

君
謙
譲
未
允
懇
請
不
已
、
而
迺
許
之
（『
条
教
』
序
）

と
、
こ
の
書
は
「
正
礼
俗
、
明
倫
紀
」
す
た
め
、
正
紀
が
管
下
に
頒

布
し
た
教
諭
を
刊
刻
し
た
も
の
で
あ
る
と
、「
序
」
で
説
明
さ
れ
て

い
る
。
和
刻
『
広
訓
』
が
上
梓
さ
れ
て
か
ら
約
十
年
後
の
寛
政
一
一

年
（
一
七
九
九
）
に
こ
の
書
は
刊
行
さ
れ
た
が
、
書
籍
と
し
て
上
梓

さ
れ
る
以
前
か
ら
、
そ
の
内
容
は
す
で
に
備
中
・
美
作
に
広
が
っ
て

い
た
と
い
う
。
領
民
は
こ
れ
ら
の
諭
条
を
奉
読
・
伝
写
し
た
と
も
い

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
が
出
る
よ
り
前
に
、
諭
条
の
抄
本
が
あ
っ
た
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99　近世日本地方庶民教化における清聖諭の活用

よ
う
だ
。

　

ま
た
、
笠
岡
に
設
置
さ
れ
た
郷
校
敬
業
館
に
関
す
る
記
録
に
は
、

「
村
々
は
一
と
せ
に
一
た
ひ
、
久
世
笠
岡
は
毎
月
一
度
御
述
作
之
条

教
及
六
諭
衍
義
、
聖
諭
広
訓
の
た
く
ひ
、
民
の
教
に
宜
き
書
を
読
と

か
し
め
給
ひ
、
猶
四
月
九
月
御
自
身
の
教
諭
怠
り
給
わ
す（

（1
（

」
と
も
あ

り
、
そ
の
実
践
が
う
か
が
え
る
。

2　
『
久
世
条
教
』
に
お
け
る
『
聖
諭
広
訓
』
改
編

　
『
条
教
』
の
章
題
を
「
十
六
諭
」
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
類
似
性

は
明
ら
か
で
あ
る
（
表
1
）。
つ
ま
り
、
些
細
な
差
異
（「
重
農
桑
」
を

「
勧
農
桑
」
に
、「
完
銭
糧
」
を
「
完
賦
税
」
に
変
換
し
た
）
は
あ
る
も
の
の
、

「
禁
洗
子
」
の
項
目
以
外
の
『
条
教
』
の
六
カ
条
は
全
て
清
聖
諭
か

ら
抜
き
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

更
に
、
各
章
の
解
釈
文
の
形
式
・
論
述
方
法
・
用
例
な
ど
も
『
広

訓
』
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
例
え
ば
、『
広
訓
』
第
一
条
「
敦
孝
弟
以

重
人
倫
」
で
は
、「
孝
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

父
母
之
徳
。
実
同
昊
天
罔
極
。
人
子
欲
報
親
恩
於
万
一
。
自
当

内
尽
其
心
。
外
竭
其
力
。
謹
身
節
用
…
…
如
曾
子
所
謂
居
処
不

荘
非
孝
。
事
君
不
忠
非
孝
。
莅
官
不
敬
非
孝
。
朋
友
不
信
非
孝
。

戦
陣
無
勇
非
孝
。
皆
孝
子
分
内
之
事
也
。（『
広
訓
』
一
丁
ウ
─
二

丁
オ
）

ま
ず
、
父
母
の
徳
は
「
昊
天
罔
極
」
の
よ
う
に
高
く
て
深
い
た
め
、

『久世条教』 『聖諭広訓』
順序 章題（文字数） 順序 章題（文字数）

1 勧農桑（2116 字） 4 重農桑以足衣食（638 字）
2 敦孝弟（414 字） 1 敦孝弟以重人倫（632 字）
3 息争訟（644 字） 3 和郷党以息争訟（605 字）
4 尚節倹（417 字） 5 尚節倹以惜財用（643 字）
5 完賦税（552 字） 14 完銭糧以省催科（641 字）
6 禁洗子（920 字） —
7 厚風俗（736 字） 9 明礼譲以厚風俗（599 字）

表 1　『久世条教』と『聖諭広訓』の比較

子
は
そ
の
恩
の
万
分
の
一
に
報
す
る
た
め
で
も
全
力
を
尽
く
す
べ

き
だ
と
い
う
。
そ
の
上
で
、「
孝
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る

「
居
処
不
荘
」「
事
君
不
忠
」「
莅
官
不
敬
」「
朋
友
不
信
」「
戦
陣
無

勇
」
は
全
て
「
非
孝
」
と
さ
れ
、
そ
の
逆
は
「
皆
孝
子
分
内
之
事
」

で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
条
教
』
第
二
条

「
敦
孝
弟
」
で
は
、

こ
れ
を
報
事
実
に
昊カ

ウ

天テ
ン

の
罔

キ
ハ
マ

極リ
ナ
キに

同
じ
、
い
か
に
心
を
つ
く
す

と
も
厚
恩
の
万
分
ヶ
一
も
報
ゐ
が
た
き
ぞ
や
、
よ
く
〳
〵
考
へ

て
孝
行
致
べ
き
事
也
。
誠
な

る
か
な
親
に
孝
心
な
る
も
の

は
、
君
に
仕
へ
て
忠
義
あ
り
、

夫
婦
の
道
た
ゞ
し
く
、
年
長

す
る
人
を
敬
ひ
、
幼
を
あ
は

れ
み
朋
友
に
交
わ
り
て
信
あ

り
、
善
を
こ
の
み
悪
を
に
く

む
も
の
な
る
が
故
、
父
母

に
孝
行
を
尽
す
事
万
の
善

行
の
も
と
ゝ
は
云
也
。（『
条

教
』
一
〇
丁
オ
─
一
〇
丁
ウ
）

と
、
父
母
へ
の
報
恩
は
「
昊
天
の

罔
極
に
同
じ
」、
子
は
い
か
に
心

を
尽
く
し
て
も
そ
の
「
厚
恩
の
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万
分
ヶ
一
」
も
報
い
に
く
い
も
の
だ
と
述
べ
る
。
そ
の
上
、「
孝
行

致
べ
き
事
」
を
、
君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
の
五
倫
と
「
善
を
こ

の
み
悪
を
に
く
む
」
こ
と
に
あ
る
と
説
き
、
ゆ
え
に
「
父
母
に
孝
行

を
尽
す
事
」
は
「
万
の
善
行
の
も
と
」
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、

『
条
教
』
は
『
広
訓
』
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
か
ら
、
正

紀
が
『
条
教
』
を
作
る
際
に
、
清
聖
諭
か
ら
大
い
に
示
唆
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
一
方
で
、『
広
訓
』
と
比
べ
た
時
、『
条
教
』
の
独
自
性
と
い

え
る
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
正
紀
に

お
け
る
『
広
訓
』
の
受
容
の
実
態
が
、
両
書
の
差
異
か
ら
窺
え
よ
う
。

　

①
赤
子
間
引
き
の
禁
止

　

赤
子
間
引
き
の
禁
止
は
、『
広
訓
』
の
中
に
は
そ
の
痕
跡
が
み
え

な
い
た
め
、
正
紀
の
加
筆
項
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
内
容
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

　

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
江
戸
で
正
紀
が
病
没
し
て
か
ら
二
年
後

に
、
彼
の
治
政
を
記
し
た
久
世
の
「
遺
愛
碑
」
に
、「
莅
政
之
初
、

聞
邦
俗
生
子
多
不
育
、
下
令
禁
之
除
其
陋
習（

（1
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

同
年
笠
岡
で
立
て
ら
れ
た
「
思
徳
之
碑
」
に
も
、「
作
之
旧
俗
、
貧

民
或
生
子
不
挙
、
君
厳
禁
止
之
、
諭
以
父
子
之
徳
、
俗
得
以
革（

（1
（

」
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
赤
子
間
引
き
を
美
作
の
「
旧
俗
」

と
み
な
し
、
正
紀
の
禁
令
及
び
教
化
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
た
と
い

う
認
識
か
ら
書
か
れ
た
も
の
と
み
え
る
。
天
明
七
年
、
久
世
に
着
任

し
て
早
々
、
管
下
赤
子
間
引
き
の
惨
状
を
目
撃
し
た
正
紀
は
、
制
札

文
を
村
役
人
ら
に
下
し
、
村
中
に
掲
示
し
、
村
民
に
廻
し
て
読
み
聞

か
せ
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
た
。
そ
の
後
、
寺
院
僧
侶
に
檀
家
を
諭

す
こ
と
を
命
令
し
た
結
果
、
寛
政
元
年
か
ら
間
引
き
堕
胎
の
減
少
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。『
条
教
』
に
お
け
る
「
禁
洗
子
」

の
章
は
、
正
紀
の
赤
子
間
引
き
対
策
と
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
「
禁
洗
子
」
章
は
ま
ず
、
間
引
き
に
つ
い
て
、「
我
子
を
あ
は
れ
む

は
天
の
道
な
り
、
罪
な
き
人
を
殺
す
事
は
、
天
の
悪
み
給
ふ
」（『
条

教
』
一
七
丁
ウ
）
と
、
間
引
き
は
「
天
地
の
道
に
背
た
る
仕
業
」（『
条

教
』
一
七
丁
ウ
）
と
強
く
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
際
、「
天
に
代
り
て

上
様
よ
り
賞
罰
を
行
給
ふ
也
」（『
条
教
』
一
七
丁
ウ
）
と
い
い
、
公
儀

に
よ
る
賞
罰
を
強
調
し
て
い
る
。
次
に
、
捨
て
子
を
禁
ず
る
こ
と
を

説
き
、「
三
子
を
産
よ
し
御
聞
に
達
す
れ
ば
貧
富
御
糾
の
上
、
貧
な

る
も
の
な
れ
ば
時
刻
不
レ

移ウ
ツ
サ、

鳥
目
五
十
貫
被
下
事
」（『
条
教
』
一
八

丁
ウ
）
と
、
捨
て
子
の
扶
養
、
三
子
以
上
の
場
合
の
養
育
手
当
な
ど
、

積
極
的
な
対
応
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

正
紀
が
赤
子
間
引
き
を
厳
重
に
取
締
っ
た
理
由
と
し
て
、
倫
理
・

道
徳
の
面
に
立
脚
し
た
考
慮
の
ほ
か
、
経
済
的
な
理
由
も
あ
る
。

『
条
教
』「
勧
農
桑
」
の
章
で
は
、「
こ
の
美
作
は
あ
し
き
な
ら
ひ
に

赤
子
を
間
引
き
事
あ
り
、
故
に
人
数
不
足
し
て
田
畑
荒
地
あ
る
程
な
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れ
ば
、
蚕
を
か
ふ
ま
で
に
は
人
の
手
足
ら
さ
る
事
と
覚
ゆ
」（『
条
教
』

九
丁
オ
）
と
、
赤
子
間
引
き
に
よ
る
「
人
数
不
足
し
て
田
畑
荒
地
」

に
な
る
こ
と
に
対
す
る
憂
い
が
み
ら
れ
る
。
赤
子
間
引
き
の
禁
令
は
、

農
業
指
導
へ
と
帰
結
さ
れ
て
い
る
。

　

②「
康
熙
十
六
諭
」
の
選
別
及
び
条
目
ご
と
の
偏
重

　

前
述
し
た
『
条
教
』
の
七
カ
条
の
諭
の
う
ち
、
六
カ
条
「
十
六

諭
」
と
一
致
ま
た
は
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
正
紀
は

「
十
六
諭
」
の
中
か
ら
こ
れ
ら
の
項
目
の
み
選
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

石
川
謙
は
『
条
教
』
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
儒
教
の
経
典
の
中
か
ら
拾
い
出
し
た
の
で
も
な
い
し
、
何
か
む

ず
か
し
い
抽
象
的
な
理
屈
か
ら
、
わ
り
出
し
て
き
た
も
の
で
も
な

い
。
久
世
代
官
の
支
配
地
で
あ
っ
た
村
々
の
農
民
生
活
の
実
状

─

貧
し
く
賤
し
く
、
落
ち
つ
き
の
な
い
、
み
じ
め
な
実
情
を
見
る
に
つ

け
、
捨
て
て
は
お
け
ぬ
気
持
ち
か
ら
し
ぼ
り
出
し
た
七
条
目
で
あ
っ

た（
（2
（

」。
六
カ
条
は
、「
十
六
諭
」
各
箇
条
の
一
部
を
切
り
出
し
た
も
の

で
、
三
文
字
だ
け
で
、「
十
六
諭
」
よ
り
一
層
明
快
で
わ
か
り
や
す

い
。
そ
し
て
、
清
聖
諭
に
あ
る
「
郷
族
」「
保
甲
」
な
ど
、
日
本
に

な
い
語
彙
や
概
念
が
回
避
さ
れ
、
知
識
人
層
・
地
方
の
治
者
に
対
す

る
教
化
を
説
く
箇
条
も
編
入
さ
れ
て
い
な
い
。
竹
山
を
は
じ
め
と
す

る
懐
徳
堂
知
識
人
は
、
清
聖
諭
に
お
け
る
知
識
人
に
関
す
る
勅
諭
を

重
視
し
、
更
に
そ
れ
ら
の
諭
条
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
知
識
人
身
分

に
対
す
る
考
案
を
論
述
し
た（

（2
（

が
、
農
民
の
生
活
に
日
々
直
面
し
て
い

た
正
紀
は
、
竹
山
ら
と
ベ
ク
ト
ル
を
変
え
て
、
こ
の
よ
う
な
選
別
に

よ
っ
て
、
清
聖
諭
を
よ
り
庶
民
に
近
く
、
更
に
農
桑
を
中
心
と
す
る

百
姓
の
み
を
対
象
と
す
る
教
条
へ
と
改
造
し
た
。

　

次
に
、
清
聖
諭
の
一
六
カ
条
と
『
条
教
』
の
箇
条
の
順
序
を
比

較
し
て
み
よ
う
（
表
1
）。『
条
教
』
で
は
、
清
聖
諭
第
四
条
の
「
農

桑
」
に
関
す
る
内
容
が
第
一
条
と
さ
れ
、
本
来
第
一
条
に
位
置
し
て

い
た
「
孝
弟
」
に
関
す
る
内
容
が
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
最

も
興
味
深
い
。『
広
訓
』
で
は
、「
孝
弟
」
に
関
す
る
内
容
を
第
一
条

に
し
た
理
由
に
つ
い
て
「
我
聖
祖
仁
皇
帝
臨
禦
六
十
一
年
。
法
祖
尊

親
。
孝
思
不
匱
。
欽
定
孝
経
衍
義
一
書
。
衍
釈
経
文
。
義
理
詳
貫
。

無
非
孝
治
天
下
之
意
。
故
聖
諭
十
六
条
。
首
以
孝
弟
開
其
端
」（『
広

訓
』
一
丁
オ
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
康
熙
帝
の
治
下
に
お
い
て
は
、

孝
を
も
っ
て
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
た
た
め
、「
十

六
諭
」
は
孝
弟
を
も
っ
て
そ
の
端
を
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
井

上
徹
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
広
訓
に
お
い
て
最
も
強
調
さ
れ
る
の

は
父
母
に
対
す
る
孝
、
兄
に
対
す
る
弟
（
悌
）
の
徳
で
あ
り
（
第
一

条
）、
第
二
条
も
こ
れ
に
帰
結
す
る（

（2
（

」。
ま
た
、
眞
壁
も
、「「
聖
諭
広

訓
」
が
布
告
さ
れ
、
家
族
間
で
の
孝
が
、
宗
族
・
郷
党
を
経
て
、
天

下
の
天
子
へ
の
忠
へ
と
上
昇
し
て
い
く
、
ま
さ
に
『
大
学
』
徳
目
の

階
梯
的
実
践
の
理
念
が
明
示
さ
れ
て
い
た（

（2
（

」
と
し
て
い
る
。
要
す
る

に
、「
孝
」
は
清
聖
諭
に
お
い
て
根
本
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
た
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め
、
第
一
条
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
た
「
孝

弟
」
に
関
す
る
『
条
教
』
の
項
目
が
第
二
条
に
回
さ
れ
、
先
に
「
農

桑
」
が
置
か
れ
た
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
強
い
意
図
が

包
含
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　

加
え
て
、『
広
訓
』
と
『
条
教
』
各
章
の
分
量
に
注
目
す
る
と

（
表
1
）、『
広
訓
』
の
各
章
は
、
い
ず
れ
も
六
百
字
前
後
で
ほ
ぼ
均

等
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
条
教
』
に
お
い
て
は
、
各
章
の
分
量
に

大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
、「
勧
農
桑
」
の
章
は

「
敦
孝
弟
」
の
五
倍
も
の
量
が
あ
る
。

　

順
序
と
分
量
の
比
較
か
ら
、『
条
教
』
は
「
孝
」
の
根
本
的
な
位

置
を
無
視
し
、
そ
れ
に
関
す
る
項
目
を
後
回
し
に
し
、
も
っ
ぱ
ら
農

業
出
精
に
関
す
る
項
目
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ

う
な
『
広
訓
』
の
改
造
に
は
、『
条
教
』
の
頒
布
と
刊
行
と
い
う
背

景
が
関
わ
っ
て
い
る
。
正
紀
は
尾
花
沢
代
官
在
任
期
に
、
飢
饉
対
策

と
し
て
諭
達
を
出
し
、
備
中
に
お
け
る
赤
子
間
引
き
の
悪
風
に
対
し

て
、
制
札
を
出
す
な
ど
の
対
応
策
を
取
り
、
宋
朝
の
朱
熹
の
郷
治
理

論
を
管
下
で
活
用
し
た
。
そ
し
て
、
美
作
の
代
官
に
赴
任
し
て
か
ら

十
年
あ
ま
り
で
出
版
さ
れ
た
『
条
教
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
教
化
活
動

の
経
験
を
総
括
し
、
清
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
郷
治
理
論
及
び
聖
諭
に

学
び
、
代
官
自
身
の
教
化
思
想
も
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。『
条
教
』

で
強
調
さ
れ
た
農
業
出
精
な
ど
の
箇
条
は
、
天
明
期
か
ら
彼
の
施
政

に
一
貫
し
て
繰
り
返
し
提
唱
さ
れ
、
そ
の
施
政
に
お
け
る
各
問
題
の

枝
幹
に
対
す
る
正
紀
独
自
の
考
え
を
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

③
天
地
・
義
理
に
基
づ
く
具
体
的
な
生
活
指
導

　
『
広
訓
』
と
比
較
し
て
、『
条
教
』
で
は
「
勧
農
桑
」
の
章
に
力
点

を
置
き
、
農
業
出
精
を
強
く
要
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
農

業
指
導
が
あ
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。「
勧
農
桑
」
の
一
章
に

は
、『
広
訓
』
に
み
あ
た
ら
な
い
次
の
文
が
あ
る
。

さ
れ
ば
諸
作
の
多
き
中
に
分
て
麦
稲
の
両
種
は
、
陰イ

ン

陽ヤ
ウ

相サ
ウ

応ワ
ウ

の

草
に
て
五
穀
の
中
の
長ヲ

サ

た
り
…
…
十
一
月
の
中
冬
至
☷
☳
地チ

雷ラ
イ

復フ
ク

の
時
、
一
陽
初
て
地
上
に
起
り
初
め
る
頃
、
麦
ひ
と
り
生
出
。

十
二
月
☷
☱
地チ

沢タ
ク

臨リ
ン

二
陽
、
正
月
☷
☰
地チ

天テ
ン

泰タ
イ

三
陽
…
…
今
其

理
を
以
考
ふ
る
に
麦
は
陽
の
物
、
稲
は
陰
の
物
、
農
の
根
本
な

る
を
以
此
両
種
の
生
立
み
の
る
時
右
の
ご
と
く
卦ク

ワ

爻コ
ウ

に
か
な
ひ

て
有
難
き
こ
と
な
れ
ど
も
…
…
右
の
ご
と
く
麦
稲
お
ひ
た
ち
お

さ
ま
り
の
時
を
卦ク

ワ

爻コ
ウ

に
あ
ら
は
し
て
農
業
の
大
切
な
る
事
を
し

ら
し
む
る
な
り
。（『
条
教
』
四
丁
ウ
─
七
丁
オ
）

「
卦
爻
」
を
借
り
て
、「
陰
陽
消
相
応
」
に
し
、「
耕
作
の
道
」
を
語

り
、
季
節
に
対
応
す
る
麦
・
稲
な
ど
の
「
お
ひ
た
ち
お
さ
ま
り
の

時
」
を
説
明
し
て
い
る
。「
孝
」
の
項
目
を
後
回
し
に
し
、
農
業
出

精
を
励
ま
し
、
更
に
詳
細
な
農
業
指
導
を
記
し
た
『
条
教
』
は
、
一

見
、
倫
理
性
よ
り
生
産
性
へ
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
こ

の
よ
う
に
、
理
に
応
じ
た
生
産
指
導
を
行
う
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
農
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業
の
み
な
ら
ず
、
生
活
の
指
導
に
も
同
じ
理
論
構
造
が
窺
え
る
。

「
尚
節
倹
」
の
章
で
、「
家
業
を
つ
と
め
倹ケ

ン

約ヤ
ク

を
専
ら
に
す
る
は
、
天

の
道
に
従
ふ
な
り
」（『
条
教
』
一
三
丁
ウ
）
と
倹
約
の
理
由
を
明
ら
か

に
し
て
い
た
。
倹
約
は
「
天
の
道
に
従
ふ
」
こ
と
で
あ
り
、
奢
侈
は

「
天
下
の
用
不
足
す
る
理
」（『
条
教
』
一
四
丁
オ
）
と
す
る
。
そ
し
て
、

簡
単
に
「
衣
服
不
可
過
華
。
飲
食
不
可
無
節
。
冠
婚
葬
喪
各
安
本
分
。

房
屋
器
具
務
取
素
朴
」（『
広
訓
』
一
三
丁
オ
）
と
、「
衣
服
」「
飲
食
」

「
冠
婚
葬
喪
」「
房
屋
器
具
」
の
面
を
規
定
し
た
『
広
訓
』
と
違
い
、

『
条
教
』
は
「
倹
約
と
い
ふ
は
我
身
を
つ勤

倹
め
て
人
に
及
ぼ
す
の
義
に

て
義
理
を
缺
ぎ
、
も
の
お
し
み
す
る
の
類
に
は
あ
ら
ず
、
我
身
を

つ
む
る
人
の
道
也
、
ほ
ど
こ
し
恵
む
は
天
の
道
也
」（『
条
教
』
一
五
丁

オ
）
と
説
き
な
が
ら
、「
此
理
を
能
々
弁
へ
て
倹
約
を
行
ふ
は
家
を

お
さ
む
る
の
本
な
る
べ
し
」（『
条
教
』
一
五
丁
オ
）
と
要
求
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
各
項
目
の
順
序
・
分
量
に
差
が
み
え
る
が
、『
条
教
』

は
『
広
訓
』
の
倫
理
性
を
内
的
に
一
貫
し
、
農
村
の
生
産
生
活
に
具

体
的
な
指
導
を
与
え
て
い
た
。

二
、
代
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
清
聖
諭
活
用
の
拡
大�

─
池
田
仙
九
郎
の
『
五
條
施
教
』
を
例
に

　
『
条
教
』
は
長
い
間
、『
六
諭
衍
義
』『
広
訓
』
な
ど
と
と
も
に
、

備
中
・
美
作
の
教
諭
所
・
郷
校
で
説
か
れ
た
。
こ
の
地
域
に
お
け
る

『
条
教
』
の
影
響
は
大
き
く
、
正
紀
転
任
後
も
、
長
く
機
能
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
成
立
し
た

『
農
業
子
孫
養
育
草
控
』
は
、『
条
教
』
の
勧
農
桑
か
ら
の
大
幅
な
引

用
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
正
紀
は
久
喜
に
転
任
し
た

後
、
こ
の
地
に
教
諭
所
遷
善
館
を
建
立
し
、『
条
教
』
を
再
び
テ
キ

ス
ト
と
し
て
用
い
た
。
更
に
、
か
つ
て
正
紀
に
従
っ
た
上
野
代
官
斉

藤
数
山
は
、
こ
の
書
を
編
注
し
、『
条
教
談
話
』
と
い
う
名
で
再
刊

し
て
い
る（

（2
（

。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
い
ず
れ

も
代
官
に
よ
っ
て
教
諭
所
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
教
諭
所
の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
、
清
聖
諭
関
係
書
を
採
用
し
て
い
る
。
正
紀
が
久
世
で
行
っ

た
教
化
の
方
法
は
、
一
種
の
範
型
と
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ

と
と
も
に
、
清
聖
諭
も
『
条
教
』
の
よ
う
な
書
物
と
し
て
換
骨
奪
胎

さ
れ
て
地
方
に
広
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
代
官
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
示
す
一
事
例
と
し
て
、
大
和
五
條
代
官
池
田
仙
九
郎
の
『
五
條

施
教
』
の
頒
布
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

1　

池
田
仙
九
郎
の
治
政
と
教
諭
所
主
善
館
の
設
立

　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
三
月
二
二
日
、
仙
九
郎
は
五
條
代
官
と

し
て
和
州
陣
屋
に
赴
任
し
た
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
一
〇
月
頃
、

仙
九
郎
は
代
官
所
で
教
諭
所
主
善
館
を
設
立
し
、
五
條
出
身
の
横
谷

葛
南
と
阿
波
出
身
の
荒
井
公
廉
の
二
名
の
教
授
を
中
心
に
領
民
の
教

化
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
公
廉
（
号
は
鳴
門
）
は
一
七
歳
（
寛
政
三

年
）
か
ら
、
大
坂
の
奥
田
松
斎
門
下
に
入
り
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
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五
）
に
、
大
坂
今
橋
坊
で
家
塾
も
開
い
て
い
た
。
同
年
、
仙
九
郎
は

五
條
の
前
任
地
で
あ
る
大
坂
鈴
木
町
に
赴
任
し
、
代
官
と
儒
者
公
廉

の
組
合
わ
せ
が
「
大
坂
で
形
成
さ
れ
、
ま
も
な
く
五
條
代
官
所
で
具

体
化
さ
れ
た（

（2
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

主
善
館
設
立
の
目
的
に
つ
い
て
、
藤
井
正
英
は
「
男
女
を
問
わ

ず
一
般
庶
民
を
対
象
と
し
て
、
風
俗
矯
正
の
た
め
に
日
常
的
儒
教
道

徳（
（2
（

」
を
毎
月
一
日
に
教
え
諭
す
こ
と
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
安
政

四
年
（
一
八
五
七
）
の
「
鳴
門
荒
井
翁
墓
碣
銘
」
に
は
、
文
化
二
年
、

「
和
州
五
條
県
令
池
田
君
某
、
憂
其
郷
俗
狡
奸
好
訟
、
創
建
学
館
於

官
舎
側
、
扁
曰
主
善（

（2
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
風
俗
矯
正
」

と
は
具
体
的
に
「
狡
奸
好
訟
」
を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。
仙
九
郎

管
下
の
宇
治
郡
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
に
、
領
分
違
い
の
争
論
で
京

都
奉
行
所
と
奈
良
奉
行
所
で
騒
動
に
な
る
こ
と
が
多
発
し
て
い
た
よ

う
だ（

（2
（

。
主
善
館
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
五
條
施
教
』
の
序
文
に
お
い

て
も
、
仙
九
郎
が
「
常
教
民
曰
。
無
好
末
技
。
無
堕
田
作
。
無
傚
賭

博
。
無
作
争
訟
」（『
五
條
施
教
』
一
丁
オ
─
一
丁
ウ
）
と
記
し
、
主
善
館

教
訓
の
内
容
は
、「
末
技
」
を
好
ま
な
い
こ
と
、
農
作
出
精
の
こ
と
、

「
賭
博
」「
争
訟
」
を
し
な
い
こ
と
を
主
と
し
て
い
る
。

　

仙
九
郎
が
文
化
七
年
に
寒
河
江
へ
赴
任
し
た
後
も
、
少
な
く
と
も

文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
ま
で
公
廉
は
引
き
続
き
主
善
館
の
教
授

を
担
っ
た
。
主
善
館
は
第
一
一
代
目
代
官
の
時
代
（
嘉
永
二
年〈
一
八

四
九
〉か
ら
安
政
五
年〈
一
八
五
八
〉）
ま
で
機
能
し
、
文
久
三
年
（
一
八
六

三
）
天
誅
組
の
変
で
代
官
所
が
消
失
す
る
ま
で
存
続
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。

2　
『
五
條
施
教
』
に
お
け
る
清
聖
諭
受
容

　

仙
九
郎
は
正
紀
を
敬
い
、
二
人
の
間
に
は
領
民
教
化
に
関
す
る
意

見
交
換
の
書
簡
応
答
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
正
紀
は
か
つ
て
久
喜
で

『
六
教
解
』
と
い
う
『
六
諭
衍
義
大
意
』
の
異
本
を
頒
布
し
た
。
文

化
二
年
、
仙
九
郎
は
正
紀
か
ら
『
六
教
解
』
を
送
ら
れ
た
後
、
そ
れ

に
跋
を
加
え
て
管
轄
下
の
民
に
下
し
た
よ
う
だ（

（3
（

。
彼
の
治
世
は
正
紀

か
ら
示
唆
を
受
け
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

こ
こ
で
は
、
主
善
館
の
テ
キ
ス
ト
『
五
條
施
教
』
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
書
の
作
者
に
つ
い
て
、
藤
井
は
、「
文
脈
・
内
容
や
荒
井
公
廉

の
序
文
か
ら
考
え
て
、『
五
條
施
教
』
の
著
者
は
五
條
代
官
で
あ
る

池
田
仙
九
郎
（
源
但
季
）
だ
と
判
断
さ
れ
る（

（3
（

」
と
し
て
い
る
。
著
者

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
を
み
る
に
、
正
紀
の
影
響
を
受
け

た
仙
九
郎
が
こ
の
書
の
作
成
に
参
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

公
廉
「
五
條
施
教
序
」
に
は
、
本
書
の
成
立
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。明

府
池
田
君
但
季
。
…
…
令
和
州
数
郡
。
宇
治
。
宇
陀
。

吉
野
。
城
上
。
于
茲
三
年
。

徳
政
撫
養
。
忠
告
善
誘
。
視
民
病
如
視
己
病
。
常
教
民
曰
。
無

好
末
技
。
無
堕
田
作
。
無
傚
賭
博
。
無
作
争
訟
。
然
偏
疆
僻
地
。

俗
難
遂
変
。
於
是
謀
父
老
。
興
学
舎
於
我
邸
。
扁
曰
主
善
。
然
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105　近世日本地方庶民教化における清聖諭の活用

使
不
肖
公廉

。
幹
教
諭
事
。
若
其
深
山
窮
谷
。
不
得
就
聞
者
。

時
巡
而
敷
教
。
由
茲
。
民
漸
革
面
嚮
風
。
君
嘗
謂
。
山
民
野
氓
。

劇
教
以
聖
訓
之
難
会
。
不
如
以
俚
言
之
易
入
。
諄
々
諭
之
。
因

作
国
字
教
辞
。
題
曰
施
教
闔
境
奉
読
。（『
五
條
施
教
』
序
一
丁
オ

─
序
一
丁
ウ
）

仙
九
郎
は
管
轄
地
域
で
「
徳
政
」
を
施
し
、
篤
く
教
化
を
行
っ
た

が
、「
偏
疆
僻
地
」
で
は
、「
俗
」
を
改
め
に
く
い
た
め
、
学
舎
主
善

館
を
興
し
、
公
廉
に
教
諭
を
行
う
よ
う
命
じ
た
。「
深
山
窮
谷
」
の

地
で
、
教
訓
を
届
け
に
く
い
場
所
に
は
、
定
期
的
に
儒
者
が
巡
り
教

え
る
。
代
官
が
、「
山
民
野
氓
」
に
「
聖
訓
」
を
教
え
る
の
は
、「
難

会
」
で
あ
る
た
め
、
平
易
な
「
俚
言
」
を
も
っ
て
諭
す
べ
き
だ
と
い

う
。
ゆ
え
に
「
国
字
教
詞
」
を
作
り
、「
施
教
」
と
名
付
け
て
、
管

下
に
「
奉
読
」
さ
せ
た
と
い
う
。

　
『
五
條
施
教
』
は
「
五
條
施
教
序
」「
前
文
」「
五
教
を
敷
人
倫
を

明
に
す
」「
獄
訟
を
禁
じ
風
俗
を
美
す
」「
耕
作
を
励
し
租
税
を
完

す
」「
あ
と
が
き
」「
跋
」
の
七
つ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
公

廉
・
仙
九
郎
が
『
五
條
施
教
』
を
著
す
に
際
し
て
、『
条
教
』
ま
た

は
「
十
六
諭
」
を
模
倣
・
参
考
に
し
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
史
料

は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
正
紀
の
『
条
教
』
を
横
に
置
き
な
が
ら
、
自

ら
教
訓
書
を
著
し
た
こ
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
「
前
文
」
で
は
、「
お
そ
れ
な
が
ら
あ
り
が
た
く
も
東

と
う
し

照や
う

宮ぐ
う

様さ
ま

天て
ん

の
明め

い

命〳
〵

を
う
け
さ
せ
ら
れ
」「
千せ

ん

辛し
ん

万ば
ん

苦く

あ
そ
ば
さ
れ
天て

ん

下か

の
兇き

や

賊う
ぞ
くを

平た
い
らげ

」「
四し

海か
い

一い
つ

統と
う

御ご

仁じ
ん

徳と
く

を
仰あ

ふ

ぎ
た
て
ま
つ
れ
り
し
か

り
し
」「
万ば

ん

民ミ
ん

や
す
く
た
の
し
み
、
み
な
そ
れ
〳
〵
の
い
と
な
み
を

な
し
て
、
日ひ

ご
と
に
目め

出で

た
く
く
ら
す
こ
と
ハ
、
誠ま

こ
とに

海う
ミ

山や
ま

に
も
た

と
へ
か
た
き
御ご

厚こ
う

恩お
ん

に
あ
ら
ず
や
、
人
た
る
も
の
ハ
よ
く
〳
〵
考か

ん
がふ

べ
き
こ
と
」（『
五
條
施
教
』
一
丁
オ
─
一
丁
ウ
）
を
本
書
の
前
提
と
し
て

お
り
、「
千セ

ン

辛シ
ン

万バ
ン

苦ク

も
遊
、
四
方
の
強

キ
ヨ
ウ

賊ゾ
ク

ヲ
平

タ
イ
ラ
ケ」（『

条
教
』
一
丁
オ
）

し
、「
万
民
太
平
の
御
仁
政
」（『
条
教
』
一
丁
ウ
）
を
行
う
東
照
宮
様

を
讃
え
、「
太
平
の
御
仁
徳
を
仰
き
た
て
ま
つ
る
べ
し
」（『
条
教
』
二

丁
オ
）
と
唱
え
る
『
条
教
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

で
は
、『
条
教
』
に
基
づ
き
、
新
た
に
書
き
直
し
た
『
五
條
施
教
』

に
何
か
特
徴
的
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。『
五
條
施
教
』
に
お
け
る
清

聖
諭
の
受
容
に
は
い
か
な
る
特
徴
が
あ
っ
た
の
か
。
続
け
て
検
討
し

た
い
。

　

①『
久
世
条
教
』
と
『
五
條
施
教
』
の
類
似
点

　
『
条
教
』
と
「
十
六
諭
」
に
照
ら
し
て
『
五
條
施
教
』
の
主
幹
部

分
と
な
っ
た
三
章
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
章
題
と
内
容
の
面
で
は
、

三
者
の
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
（
表
2
）。

　

す
な
わ
ち
、『
五
條
施
教
』
は
『
条
教
』
の
三
文
字
形
式
で
は
な

く
、
章
題
を
「
十
六
諭
」
の
「
Ａ
を
も
っ
て
Ｂ
に
致
す
」
と
い
う
文

型
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
『
条
教
』
と
同
じ
く
「
十
六
諭
」
の
道
徳

律
を
も
っ
て
教
訓
を
作
っ
た
。
た
だ
、
漢
文
調
の
章
題
で
は
な
く
、
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て
、
少す

こ

し
も
外ほ

か

よ
り
こ
し
ら
へ
付つ

け

た
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
其そ

の

有あ
り

の
儘ま

ゝ

の
道ミ

ち

を
お
こ
な
ふ
に
、
五ご

倫り
ん

と
て
五
ツ
の
お
し
へ
あ

り
、
父お

や

子こ

に
ハ
親

し
た
し
ミあ

り
、
君し

う

臣〴
〵

に
ハ
義ぎ

あ
り
、
夫ふ

う

婦ふ

に
ハ
別わ

か
ちあ

り
、
長ち

よ

幼う
よ
うに

ハ
序つ

い
であ

り
、
朋ほ

う

友ゆ
う

に
ハ
信ま

こ
とあ

り
。（『
五
條
施
教
』
二

丁
ウ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
の
五
倫
を
指

し
、「
五
ツ
の
お
し
へ
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
『
条
教
』
と

簡
単
明
瞭
な
和
文
の
表
現
を
用
い
て
い

る
。
第
二
章
で
は
「
息
争
訟
」
→
「
獄

訟
を
禁
じ
」、「
厚
風
俗
」
→
「
風
俗
を

美
す
」、
第
三
章
で
は
「
勧
農
桑
／
重

農
桑
」
→
「
耕
作
を
励
し
」、「
完
銭

糧
」
→
「
租
税
を
完
す
」
に
い
い
換
え

た
。
そ
し
て
第
一
章
「
五
教
を
敷
人
倫

を
明
に
す
」
で
は
、「
十
六
諭
」
か
ら

の
「
重
人
倫
」
の
「
重
」
を
「
明
」
に

入
れ
替
え
た
。
ま
た
、
こ
の
「
五
教
を

敷
」
の
部
分
は
一
見
『
条
教
』
や
「
十

六
諭
」
と
無
関
係
に
み
え
る
が
、
こ
こ

で
い
う
「
五
教
」
と
は
、

人ひ
と

の
人
た
る
道み

ち

と
い
ふ
ハ
、
本も

と

よ

り
其そ

の

身ミ

に
生う

ま

れ
さ
き
て
有あ

る

も
の
に

『五條施教』 『久世条教』 清聖諭 16 条
第 1 条（644 字）
五教を敷人倫を明にす

第 2 条：敦孝弟 第 1 条：重人倫

第 2 条（1230 字）
獄訟を禁じ風俗を美す

第 3 条：息争訟
第 3 条：息争訟

第 7 条：厚風俗
第 9 条：厚風俗

第 3 条（931 字）
耕作を励し租税を完す

第 1 条：勧農桑
第 4 条：重農桑

第 5 條：完賦税
第 14 条：完銭糧

表 2　『五條施教』『久世条教』と「康熙十六諭」の比較

『
広
訓
』
で
は
、「
孝
」
を
講
ず
る
と
き
、
五
倫
を
全
て
「
孝
」
の

範
疇
に
入
れ
て
い
た
。
と
す
る
と
、「
五
教
を
敷
」
と
い
う
言
葉
は
、

実
際
の
と
こ
ろ
『
条
教
』
と
「
十
六
諭
」
の
「
敦
孝
弟
」
の
指
す
内

容
と
重
な
る
。
ゆ
え
に
『
五
條
施
教
』
の
中
の
「
五
教
」
は
後
者
の

「
孝
弟
」
と
同
義
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
訴
訟
を
禁
ず
る
こ
と
の
強
調

　

た
だ
し
、『
五
條
施
教
』
は
内
容
と
偏
重
に
お
い
て
、『
条
教
』
や

『
広
訓
』
と
は
ま
た
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
そ
の
最
も
大
き
な
特
徴

と
い
え
ば
、
公
事
訴
訟
に
対
す
る
戒
め
が
本
書
の
主
旨
と
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
五
條
で
は
訴
訟
が
頻
発
し
て
い
た
よ

う
だ
。『
五
條
施
教
』
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
各
章
の
分
量
か
ら
み
る
と
（
表
2
）、
第
二
章
が
最
も
長
編

と
な
り
、
五
倫
を
説
く
第
一
章
は
順
序
で
は
清
聖
諭
と
一
致
す
る
が
、

分
量
が
最
も
少
な
く
、
第
二
章
の
半
分
し
か
な
い
。
ま
た
具
体
的
な

内
容
を
分
析
す
る
と
、
孝
行
・
忠
信
を
説
く
第
一
章
で
は
、

此こ
の

五い
つ

ツ
を
は
な
る
ゝ
時と

き

ハ
鳥

と
り
け

獣だ
も
のも

同お
な

じ
も
の
に
て
、
中な

か

々〳
〵

人
と

ハ
い
ひ
が
た
き
な
り
、
人
ミ
な
こ
の
よ
き
徳と

く

を
我わ

が

身ミ

に
持も

ち

な
が

ら
私し

欲よ
く

の
か
つ
て
に
お
ほ
は
れ
て
、
悪あ

し

き
行お

こ
なひ

の
ミ
い
た
し
さ

い
に
ハ
、
鳥と

り

け
だ
も
の
に
も
お
と
り
た
る
心こ

こ
ろと

な
り
、
公く

事じ

訴そ

訟せ
う

の
あ
ら
そ
ひ
喧け

ん

嘩く
わ

口こ
う

論ろ
ん

の
さ
わ
ぎ
を
な
し
、
甚

は
な
は
だし

き
ハ
身ミ

を

う
し
な
ひ
家い

へ

を
ほ
ろ
ぼ
し
大だ

い

罪ざ
い

人に
ん

と
な
る
も
の
な
り
。（『
五
條
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施
教
』
三
丁
ウ
─
四
丁
オ
）

と
、
五
倫
を
前
提
と
し
つ
つ
、「
公
事
訴
訟
」「
喧
嘩
口
論
」
の
禁
ず

る
と
こ
ろ
に
帰
結
し
た
。

　
『
五
條
施
教
』
は
『
条
教
』
の
よ
う
な
直
接
的
で
用
意
周
到
な
農

政
指
導
を
欠
い
て
い
る
。
た
だ
「
朝あ

さ

ハ
と
く
よ
り
田て

ん

畑ば
た

へ
ゆ
き
、
暮く

れ

ハ
お
そ
く
帰か

へ

り
夜よ

る

ハ
索な

わ

な
ひ
、
又
ハ
夫そ

れ

々〳
〵

の
手て

業わ
ざ

を
し
御ご

年ね
ん

貢ぐ

を
も
滞

ど
ゞ
こ
ふ
りな

く
も
な
く
お
さ
め
奉

た
て
ま
つら

ん
と
出し

ゆ

精つ
せ
いす

べ
し
」（『
五
條
施

教
』
一
〇
丁
オ
）
と
淡
々
と
家
業
の
昼
夜
出
精
を
要
求
し
た
の
み
で
あ

る
。
だ
が
、
本
書
の
構
成
か
ら
み
る
と
、
訴
訟
の
害
を
説
く
第
二
章

の
末
尾
に
、「
我わ

れ

人ひ
と

た
が
ひ
に
た
す
け
あ
ひ
、
家か

業げ
う

を
精せ

い

出だ

し
、
村む

ら

中ぢ
う

と
も
に
信し

ん

義ぎ

あ
つ
く
な
る
時と

き

ハ
、
お
の
づ
か
ら
公く

事じ

訴そ

訟せ
う

を
お
こ

ら
ず
し
て
よ
き
風ふ

う

俗ぞ
く

と
な
る
べ
き
な
り
」（『
五
條
施
教
』
七
丁
ウ
）
と

あ
り
、
そ
の
後
に
農
業
出
精
・
年
貢
完
納
を
中
心
と
す
る
第
三
章
が

綴
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
出
精
を
勧
め
る
第
三
章
は
、
あ

く
ま
で
も
「
公
事
訴
訟
を
お
こ
ら
ず
し
て
よ
き
風
俗
と
な
る
」
た
め

に
設
け
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
五
條
施
教
』
は
『
条
教
』
ま
た
は
清
聖
諭
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

と
り
わ
け
訴
訟
に
対
す
る
訓
戒
を
重
要
視
し
、
そ
の
分
量
も
多
い
。

こ
の
特
徴
は
、
公
事
訴
訟
に
対
す
る
憂
い
か
ら
創
設
し
た
主
善
館
の

方
針
と
一
致
し
て
い
る
。
領
分
違
い
の
争
論
が
起
こ
っ
た
現
地
で
説

諭
し
た
う
え
で
、
わ
ざ
わ
ざ
『
史
記
』
虞
芮
の
訴
え
を
引
用
し
、
文

王
聖
人
の
世
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
ハ
聖せ

い

人じ
ん

の
御ミ

代よ

の
事
な
れ
バ
左さ

も
有あ

る

べ
し
、
今い

ま

の
人
の

お
よ
ば
ぬ
事
と
い
ひ
て
は
づ
る
心こ

こ
ろな

く
、
公く

事じ

に
つ
の
り
て
、

罪ざ
い

人に
ん

と
な
る
も
の
ハ
か
へ
す
〳
〵
も
い
た
ま
し
き
事
な
り
…
…

今
の
世よ

の
民た

ミ

に
て
も
、
周し

う

の
民た

ミ

の
ご
と
く
道ミ

ち

を
わ
き
ま
へ
礼れ

い

義ぎ

を
知し

り
て
、
公く

事じ

訴そ
し

訟や
う

の
ひ
が
め
る
こ
ゝ
ろ
を
や
め
…
…
（『
五

條
施
教
』
六
丁
ウ
─
七
丁
オ
）

と
、
訴
訟
を
や
め
、
聖
人
の
世
に
致
す
こ
と
が
可
能
な
の
だ
と
励
ま

し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
五
教
を
敷
人
倫
を
明
に
す
」「
獄
訟
を
禁
じ
風
俗
を
美

す
」「
耕
作
を
励
し
租
税
を
完
す
」
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
著
者

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此こ
の

書し
よ

は
吾わ

が

お
さ
む
る
数す

郡ぐ
ん

の
村む

ら
々〳

〵
に
ほ
ど
こ
し
あ
た
へ
て
、
一い

ち
文も

ん

不ふ

通つ
う

の
も
の
ま
で
も
聞き

こ

へ
や
す
き
が
た
め
に
と
て
、
詞こ

と
ばの

拙つ
た
なき

を
も
か
え
り
ミ
ず
、
只た

ゞ

喩さ
と

し
や
す
き
を
本ほ

ん

意い

と
せ
り
。
月つ

き

々〳
〵

の

暇い
と
まに

ハ
村む

ら

長お
さ

又ま
た

ハ
出し

ゆ

家つ
け

医い

師し

の
輩

と
も
か
ら

村む
ら

中ぢ
う

の
男な

ん

女に
よ

を
あ
つ
め
読よ

ミ

聞き
か

せ
、
説と

き

さ
と
し
、
一い

ち
人に

ん

に
て
も
悪あ

し

き
習な

ら
はせ

を
改

あ
ら
た
めて

、
善よ

き

道ミ
ち

に

う
つ
り
、
田た

が
や
し
木き

こ
り
の
業わ

ざ

を
は
げ
ミ
、
公く

事じ

訴そ
し

訟や
う

の
僻ひ

が

を
や
め
、
三さ

ん

綱こ
う

五ご
じ

常や
う

の
お
し
へ
に
そ
む
か
ず
し
て
、
古い

に
しへ

の
路ミ

ち

を
譲ゆ

づ

り
畔わ

の
ぜを

ゆ
づ
り
し
、
よ
き
風ふ

う

俗ぞ
く

に
立た

ち

か
へ
り
か
ゝ
る
泰た

い

平へ
い

の
め
で
た
き
御ミ

世よ

を
う
た
ひ
た
の
し
む
民た

ミ

と
も
な
ら
し
め
ん
と

お
し
ゑ
み
ち
び
く
べ
き
も
の
な
り
。（『
五
條
施
教
』
跋
一
丁
オ
─

跋
一
丁
ウ
）
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こ
の
書
を
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
人
々
に
説
き
、
よ
い
風
俗
に
導
く
こ
と

が
目
的
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
中
で
、
特
に
公
事
訴
訟
の
陋
習
を
改

め
、「
古
へ
の
路
を
譲
り
畔
を
ゆ
づ
り
」
と
い
う
風
景
は
著
者
・
頒

布
者
の
理
想
図
で
あ
る
。
勧
善
懲
悪
・
農
業
出
精
な
ど
の
指
導
は
、

争
論
喧
嘩
の
休
息
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
唱
え
ら
れ
、「
獄
訟
」

の
禁
は
ま
た
三
綱
五
常
の
人
倫
道
徳
に
つ
な
が
り
、「
泰
平
の
め
で

た
き
御
代
」
に
到
達
す
る
。
人
倫
道
徳
・
勧
農
出
精
・
和
睦
無
争
の

三
者
は
こ
の
よ
う
に
三
位
一
体
の
関
係
と
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
二
つ
の
例
を
通
し
て
、
庶
民
教
訓
の
現
場
に
お
け
る
清
聖

諭
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
地
方
に
お
い
て
は
、
清
聖
諭

は
『
条
教
』『
五
條
施
教
』
の
よ
う
な
新
た
な
教
訓
書
・
教
諭
に
託

さ
れ
て
広
が
っ
た
。
そ
の
過
程
で
清
聖
諭
は
、
地
方
の
知
識
人
・
治

者
の
負
っ
て
い
た
課
題
や
直
面
す
る
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
必
要
性

が
考
慮
さ
れ
、
地
域
事
情
に
適
合
す
る
と
判
断
さ
れ
た
内
容
の
み
が

選
択
さ
れ
た
。
農
業
出
精
な
ど
よ
り
身
近
な
生
産
生
活
の
問
題
に
力

点
を
置
く
清
聖
諭
か
ら
の
選
別
作
業
は
、
在
地
の
教
化
問
題
を
敏
感

に
反
映
し
た
一
方
で
、
代
官
ら
に
よ
る
清
聖
諭
の
再
生
産
と
い
う
問

題
も
内
包
し
て
い
る
。

　

明
・
清
両
朝
の
お
よ
そ
六
百
年
の
長
い
歳
月
の
中
で
は
、
庶
民
教

化
に
関
す
る
聖
諭
は
道
徳
倫
理
を
中
心
・
先
決
条
件
と
す
る
こ
と
が

始
終
一
貫
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
農
耕
・
訴
訟
・
和
睦
な
ど
の
問

題
を
説
く
「
孝
治
中
心
主
義
」
が
み
え
、『
六
諭
衍
義
』
も
『
広
訓
』

も
倫
理
性
の
高
い
徳
教
書
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
一
見
、『
条
教
』
も
『
五
條
施
教
』
も
「
孝
」、
ま
た
は
道
徳
倫

理
の
提
唱
よ
り
、
明
ら
か
に
具
体
的
な
農
業
指
導
・
喧
嘩
競
争
を
禁

ず
る
こ
と
に
偏
っ
て
い
る
。
た
と
え
同
じ
徳
目
を
語
っ
て
も
、
改
編

さ
れ
た
「
聖
諭
」
は
生
産
性
の
高
い
教
訓
に
変
容
し
た
傾
向
が
み
え

る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、『
条
教
』『
五
條
施
教
』
に
み
え
る
改

編
は
、
む
し
ろ
、
教
訓
本
来
の
倫
理
性
を
前
提
と
し
て
、
生
産
性
を

語
っ
て
い
る
。『
条
教
』
な
ど
清
聖
諭
の
誘
導
体
は
、
テ
キ
ス
ト
の

倫
理
性
が
す
で
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
清
聖
諭
の
初
志
と
大
い
に
乖

離
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

近
年
の
書
物
研
究
で
は
、「
地
域
〈
知
〉

─
支
配
行
政
・
慣

行
・
歴
史
・
地
理
な
ど
、
地
域
特
有
の
事
象
に
関
す
る
〈
知
〉

─

の
集
約
版
・
凝
縮
版
」
と
さ
れ
る
地
方
書
を
取
り
上
げ
、「
地
域
の

実
態
に
即
し
た
な
か
で
、
民
衆
の
思
想
形
成
や
政
治
常
識
、
そ
の
共

有
化
な
ど
を
」
探
り
出
そ
う
と
し
て
す
る
動
向
が
み
ら
れ
る（

（3
（

。
複
数

の
地
方
事
例
を
集
め
て
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
広
範
な
地

域
・
人
物
を
分
析
対
象
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
社
会
の
実
態

を
解
明
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
い
っ
た
流
れ
に

従
う
な
ら
ば
、
近
世
後
期
に
編
ま
れ
た
地
方
書
と
し
て
の
清
聖
諭
関
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係
書
を
複
数
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
期
庶
民
教
化
思

想
の
形
成
と
東
ア
ジ
ア
の
連
動
を
展
望
す
る
こ
と
が
は
じ
め
て
可
能

と
な
る
と
い
え
よ
う
。
清
聖
諭
の
受
容
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、

定
信
・
竹
山
ら
が
清
聖
諭
を
受
容
し
、
寛
政
改
革
の
一
連
の
政
策
の

設
定
に
用
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
政
策
を
受
け
入

れ
、
実
施
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
清
聖
諭
を
活
用
し
た
の
は
、
正

紀
・
仙
九
郎
ら
の
地
方
の
代
官
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

特
に
正
紀
の
模
範
的
作
用
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
来
、

彼
は
定
信
の
意
図
に
そ
っ
て
民
政
に
治
績
を
あ
げ
た
名
代
官
と
し
て

捉
え
ら
れ
、
そ
の
「
民
政
は
、
定
信
の
農
政
方
針
を
忠
実
に
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
清
廉
な
能
吏
を
期
待
す
る
定
信
に
た
い
し
、
全
力

を
も
っ
て
こ
れ
に
こ
た
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

」
と
評
価
さ

れ
て
い
る
が
、
彼
の
治
世
に
お
け
る
中
国
郷
治
思
想
・
明
清
聖
諭
の

活
用
こ
そ
、
寛
政
改
革
に
お
け
る
日
本
と
東
ア
ジ
ア
道
徳
教
化
の
連

鎖
を
説
明
し
て
い
る
。
正
紀
が
ど
の
よ
う
に
清
聖
諭
と
出
会
っ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
の
庶
民
教
化
政
策
を
集
約
し
た
『
条
教
』

は
、
懐
徳
堂
知
識
人
た
ち
が
読
み
取
っ
た
清
聖
諭
の
文
教
に
お
け
る

価
値
で
は
な
く
、『
広
訓
』
の
農
書
と
し
て
の
価
値
を
再
発
見
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
地

で
清
聖
諭
を
活
用
し
た
数
山
・
仙
九
郎
の
施
政
は
、
清
聖
諭
の
影
響

が
寛
政
改
革
及
び
そ
れ
以
降
の
地
方
で
の
施
政
へ
と
浸
透
し
て
い
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

幕
末
を
迎
え
る
こ
ろ
、「
十
六
諭
」
は
更
に
福
井
藩
の
藩
政
改
革

と
も
つ
な
が
り
、
藩
校
明
道
館
及
び
そ
の
外
塾
恵
迪
斎
で
も
唱
え
ら

れ
た
。「
十
六
諭
」
の
内
、
学
問
・
学
校
な
ど
に
関
す
る
第
六
条
と

第
七
条
以
外
の
項
目
は
、「
郷
約
十
四
則
」
と
名
付
け
ら
れ
、『
六
諭

衍
義
』
と
共
に
、
郷
校
で
会
読
さ
れ
た（

（3
（

。
そ
れ
に
よ
り
、
明
清
聖
諭

は
武
士
の
教
育
、
安
政
改
革
に
お
け
る
福
井
藩
の
「
特
別
な
」
人
材

登
用
制
度
な
ど
に
も
関
与
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
や

が
て
〝
文
明
開
化
〟
を
高
唱
す
る
明
治
時
代
を
迎
え
た
近
代
日
本
に

お
い
て
も
、
清
聖
諭
は
明
聖
諭
と
共
に
再
解
釈
・
再
構
築
さ
れ
た
。

近
代
日
本
に
お
け
る
清
聖
諭
は
、
い
か
に
し
て
教
育
勅
語
の
成
立
と

関
連
し
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
歴
史
の
舞
台
か
ら
退
場
さ
せ
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
途
に
検
討
す

る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

注
（
1
）　

近
世
日
本
に
お
け
る
明
聖
諭
「
六
諭
」
の
渡
来
・
流
行
・
影

響
な
ど
に
つ
い
て
は
、
東
恩
納
寛
惇
『
六
諭
衍
義
伝
』（
文
一
路

社
、
一
九
四
三
年
）、
石
川
謙
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』

（
青
史
社
、
一
九
七
六
年
）、
許
婷
婷
「
徳
川
日
本
に
お
け
る
「
六

諭
」
道
徳
言
説
の
変
容
と
展
開

─
『
六
諭
衍
義
』
と
『
六
諭
衍
義

大
意
』
の
比
較
を
中
心
に
」（『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
紀

要
』
第
四
七
巻
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
、
数
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
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（
2
）　

素
爾
納
等
纂
修
「
欽
定
学
政
全
書
巻
七
四
」（
沈
雲
龍
編
『
欽

定
学
政
全
書
』
台
北
・
文
海
出
版
社
、
一
九
六
八
年
）
一
五
五
三

─
一
五
五
四
頁
。

（
3
）　

渥
美
豊
次
郎
忠
篤
ほ
か
編
「
元
治
増
補
御
書
籍
目
録 

第
七
冊 

子
部 

儒
家
類
」
慶
応
二
年
（
小
川
武
彦
・
金
井
康
編
『
徳
川
幕
府

蔵
書
目 

第
三
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
五
年
）
二
一
頁
。
な
お
、

『
聖
諭
像
解
』
の
近
世
日
本
に
お
け
る
流
布
、
影
響
に
つ
い
て
は
、

拙
論
「
教
訓
化
往
来
物
に
お
け
る
明
清
聖
諭
の
受
容
と
変
容

─
絵

画
・
画
賛
の
視
点
か
ら
」（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
第
三
二

号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　
『
広
訓
』
の
伝
来
に
つ
い
て
、
大
庭
脩
の
整
理
が
あ
る
。『
江

戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研

究
所
、
一
九
六
七
年
）、
同
『
江
戸
時
代
の
日
中
秘
話
』（
東
方
書

店
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
。

（
5
）　

酒
井
忠
夫
『
増
補
中
国
善
書
の
研
究

（下）
』（
国
書
刊
行
会
、
二

〇
〇
〇
年
）
四
五
頁
。

（
6
）　

海
後
宗
臣
『
教
育
勅
語
成
立
史
の
研
究
』（
私
家
版
、
一
九
五

六
年
）、
稲
田
正
次
『
教
育
勅
語
成
立
過
程
の
研
究
』（
講
談
社
、
一

九
七
一
年
）、
陶
徳
民
「
懐
徳
堂
学
の
研
究
」（
大
阪
大
学
博
士
論

文
、
一
九
九
一
年
）、
同
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』（
大
阪
大
学
出

版
会
、
一
九
九
四
年
）。

（
7
）　

眞
壁
仁
『
徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治

─
昌
平
坂
学
問
所
儒
者

と
幕
末
外
交
変
容
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三

頁
。

（
8
）　

陶
前
掲
「
懐
徳
堂
学
の
研
究
」、『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』、

及
び
同
「
明
清
〝
聖
諭
〟
対
日
本
的
影
響
」（
北
京
大
学
日
本
研
究

中
心
編
『
日
本
学
』
第
五
輯
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）。

（
9
）　

和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
浪
華
書
房
版
の

版
記
「
天
明
八
年
戊
申
秋
八
月
官
許
印
行
」
に
基
づ
き
、「
天
明
八

年
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
陶
は
本
書
の
成
立
は
天
明
九
年
で

あ
る
と
主
張
す
る
（
陶
前
掲
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』
一
六
七

頁
）。
筆
者
も
陶
の
説
に
同
意
す
る
。

（
10
）　

陶
前
掲
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』。

（
11
）　

中
井
竹
山
「
学
校
公
務
記
録
」（『
懐
徳
』
一
三
号
、
一
九
三
五

年
所
収
）
に
そ
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。

（
12
）　

山
片
蟠
桃
「
夢
ノ
代
」（
水
田
紀
久
・
有
坂
隆
道
校
注
『
富
永

仲
基
・
山
片
蟠
桃
』
日
本
思
想
大
系
四
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三

年
）
四
四
三
─
四
四
四
頁
。

（
13
）　

石
川
謙
『
心
学

─
江
戸
の
庶
民
哲
学
』（
日
経
新
書
、
一
九

六
四
年
）
一
八
五
頁
。

（
14
）　

早
川
正
紀
が
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
九
月
に
下
し
た
七
条
の

「
御
留
書
」
で
あ
る
。
正
紀
の
尾
花
沢
に
お
け
る
治
政
に
つ
い
て
は
、

永
山
卯
三
郎
『
早
川
正
紀
』（
厳
南
堂
書
店
、
一
九
三
四
年
）
に
詳

し
い
。

（
15
）　

正
紀
の
『
呂
氏
郷
約
』
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
徳
川
日

本
に
お
け
る
郷
約
の
受
容

─
『
呂
氏
郷
約
』
の
解
釈
と
活
用
に
つ
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111　近世日本地方庶民教化における清聖諭の活用

い
て
」（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　

岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
『
岡
山
県
史
第
八
巻 

近
世
Ⅲ
』（
岡
山

県
、
一
九
八
七
年
）
五
七
〇
頁
。
ま
た
、
典
学
館
に
関
し
て
は
、
ひ

ろ
た
ま
さ
き
・
倉
知
克
直
編
『
岡
山
県
の
教
育
史
』（
思
文
閣
、
一

九
八
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
17
）　

小
寺
清
先
「
敬
業
館
記
録
序
」
寛
政
一
一
年
（
文
部
省
『
日
本

教
育
史
資
料 

第
七
巻
』
臨
川
書
店
復
刻
、
一
八
九
二
年
所
収
）
八

〇
一
頁
。

（
18
）　

菊
池
好
直
撰
、
高
島
青
書
「
遺
愛
碑
」
文
化
七
年
（
岡
山
県
真

庭
郡
久
世
町
大
字
台
金
屋
）。

（
19
）　

小
寺
清
先
撰
、
頼
襄
書
「
思
徳
之
碑
」
文
化
七
年
（
岡
山
県
笠

岡
市
敬
業
館
跡
）。

（
20
）　

石
川
前
掲
『
心
学

─
江
戸
の
庶
民
哲
学
』
一
八
八
頁
。

（
21
）　

清
聖
諭
の
第
六
条
「
隆
学
校
以
端
士
習
」
第
七
条
「
黜
異
端
以

崇
正
学
」
は
、
教
化
に
お
け
る
知
識
人
・
学
者
・
学
校
の
役
割
を
説

明
し
て
い
る
。
中
井
履
軒
が
残
し
た
『
広
訓
』
に
関
す
る
講
義
録

（『
聖
諭
広 

訓
聞
書
』
年
不
詳
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
で
は
、
彼

ら
の
こ
の
二
カ
条
に
対
す
る
認
識
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
22
）　

井
上
徹
「
清
朝
と
宗
法
主
義
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
六
号
、
一

九
九
七
年
）
一
四
四
五
頁
。

（
23
）　

眞
壁
前
掲
『
徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治

─
昌
平
坂
学
問
所
儒

者
と
幕
末
外
交
変
容
』
二
三
六
頁
。

（
24
）　

神
立
春
樹
『
近
世
一
農
書
の
成
立

─
徳
山
敬
猛
『
農
業
子
孫

養
育
草
』（
文
政
九
年
）
の
研
究
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
五

年
）
六
八
頁
。

（
25
）　

斉
藤
数
山
『
条
教
談
話
』（
天
保
五
年
）
を
参
照
。
瀧
本
龍
一

編
『
日
本
経
済
叢
書
巻
一
六
』（
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、
一
九
一

五
年
所
収
）。

（
26
）　

藤
井
正
英
「
五
條
代
官
所
の
設
置
と
そ
の
果
た
し
た
役
割
㈢
」

（『
五
條
社
会
歴
史
研
究
』
第
四
集
、
一
九
九
八
年
）
二
二
頁
。

（
27
）　

同
右
、
六
頁
。

（
28
）　

河
田
興
「
鳴
門
荒
井
翁
墓
碣
銘
」
安
政
四
年
（「
弘
化
一
四
年
」

と
記
さ
れ
て
い
る
）。
神
河
庚
蔵
編
『
阿
波
国
最
近
文
明
史
料
』（
神

河
庚
蔵
、
一
九
一
五
年
）
一
八
二
頁
所
収
。

（
29
）　

五
條
に
お
け
る
公
事
訴
訟
の
多
発
に
つ
い
て
、
五
條
市
教
育
委

員
会
「
五
條
代
官
所
」（『
中
家
文
書
調
査
報
告
書
』
五
條
市
教
育
委

員
会
、
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
30
）　

仙
九
郎
が
正
紀
か
ら
『
六
教
解
』
を
送
ら
れ
、
管
下
に
頒
布
し

た
件
に
つ
い
て
、
藤
井
前
掲
『
五
條
代
官
所
の
設
置
と
そ
の
果
た
し

た
役
割
㈢
』
に
詳
し
い
。

（
31
）　

藤
井
前
掲
『
五
條
代
官
所
の
設
置
と
そ
の
果
た
し
た
役
割
㈢
』

八
頁
。

（
32
）　

工
藤
航
平
「
村
役
人
と
編
纂
物
」（
横
田
冬
彦
『
読
書
と
読
者
』

平
凡
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
〇
四
─
一
〇
六
頁
。

（
33
）　

村
上
直
『
江
戸
幕
府
の
代
官
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇
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年
）
一
六
九
頁
。

（
34
）　

福
井
藩
に
お
け
る
「
郷
約
十
四
則
」
の
活
用
記
録
に
つ
い
て
は
、

橋
本
左
内
『
館
務
私
記
』
安
政
四
年
二
月
一
〇
日
（
日
本
史
籍
協
会

『
橋
本
景
岳
全
集
一
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
三
九
年
、
二
九
三

頁
）、
及
び
同
年
二
月
二
四
日
（
同
、
二
九
七
─
二
九
八
頁
）
が
あ

る
。

引
用
史
料
一
覧

『
聖
諭
広
訓
』
天
明
九
年
（
一
七
八
八
）、
清
世
宗
撰
、
浪
華
書
坊
星

文
堂
小
雅
堂
梓
行
、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
。

『
久
世
条
教
』
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）、
早
川
正
紀
著
、
小
寺
清

先
序
、
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
蔵
。

『
五
條
施
教
』
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）、
荒
井
公
廉
撰
、
浅
野
弥
兵

衛
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
。

付
記　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 16H

07337 

の
助
成
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。

�

（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
専
門
研
究
員
）
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